
 

 

 

 

 

 

 

 

園から小学校への接続 「スタートカリキュラム」 

 
 ４月６日（土）、１０８名の１年生が入学しました。 

 １年生は緊張した様子でしたが、落ち着いた中で入学式が行われました。 

校長先生やＰＴＡ会長さんの話に対し、１年生は、「ありがとうございます。」「よろしくお

願いします。」「はい。」と反応しながら話を聞いていました。 

 子供一人一人の様子から、幼稚園や保育園で着実に成長してきたことが分かりました。 

 

 １年生の子供は、幼稚園や保育園において、遊びを通して学んできました。 

 スタートカリキュラムを通して、その幼稚園、保育園の経験を生かし、子供自身が小学校生活を

つくっていきます。 

 スタートカリキュラムは、次の４つの時間に分かれ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  盛岡市立緑が丘小学校 

令和６年４月１２日(金) 

第３号（文責 和美智教） 

学校教育目標 生き生きとしたみどりの子 

緑 が 丘 ホームページの「みど

りの子ダイヤリー」

で、子供の様子をご覧

ください。 

校報 

スタートカリキュラムとは？ 

小学校へ入学した子供が、幼稚園・保

育園・認定こども園の学びや育ちを基盤

として、主体的に自己を発揮し、新しい

学校生活を創り出していくためのカリキ

ュラム（教育課程）です。 

 園での生活をリセットするのではな

く、子供たちがそれまで身に付けてきた

力を生き生きと発揮して小学校の学習や

生活に取り組むことができるように、時

間割や学習活動、環境を工夫します。 

 

 

〈のんびりタイム〉 

 登校してきた子供は、道具の準備をした後、自由遊びを

しています。自由遊びを通して、子供は心を解放し、友達

と楽しく活動しています。 

〈あくしゅタイム〉 

 園での経験をもとに、園で行ってきた手遊びや歌、ゲー

ムなどをしています。また、友達とのおしゃべりをする時

間をとっています。そのことで、新しい友達ができてきて

います。 

〈わくわくタイム〉 

 生活科の学校探検をしています。一人一人の子供が、自

由に校内を探検しています。 

学校に対する関心が高まり、 

知りたいことが増えてきて 

います。 

〈ぐんぐんタイム〉 

 これから、徐々に国語や 

算数などの教科の学習が始 

まります。 



子供たちは、地域の方とつながりたい 

 緑が丘小学校では、生活科や総合的な学習の時間などで、子供の思いや願いをもとに地域に出て

活動することが活発化してきています。 

 「地域に出て、人と関わると、子供の生き生き感が違う。」 

 「地域に出て活動することは、とても大切だ。」 

 「どんどん地域に出ていきたい。」 

などと、教師も子供も、地域に出ることのよさを実感しています。 

地域に出て活動することの意味 

◯ 思いや願いを実現することができるので、子供が生き生きと活動する。 

◯ 実生活につながる汎用的な資質・能力を育むことができる。 

◯ 未来の地域を支える人を育むことにつながる。 

◯ 地域と子供のつながり、地域の人と人のつながりをつくることできる。    など 

 

地域の方へ ぜひ、『緑が丘協力隊』への登録を！！ 
 今年度も、子供の思いや願いをもと

に、地域に出て活動したり、地域の方と

関わったりする活動を積極的に行ってい

きたいと思います。 

 そのことで、学校と地域がつながり、

子供にとっても地域の方にとっても有意

義な活動ができればと考えております。 

 

 今年度、緑が丘小学校では、『緑が丘

協力隊』への登録を、地域の方にお願い

したいと考えております。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上にあるのが、考えられる活動です。

子供の思いや願いによって、活動が広が

っていくことが考えられます。できそう

なときにご協力いただければありがたいです。 

 登録は、登録用紙のQ Rコードをスマートフォンで読み取って行うことができます。気軽に申し

込んでいただければと思います。興味のある方は、学校へご連絡いただきたいです。登録用紙をお

渡しします。なお、登録した方には、学校の情報をスクリレを通してお送りします。 

活動例 

① ゲストティーチャー 

（調査活動に対する回答など） 

② 発信活動への参加 

③ 校外での活動の受け入れ 

④ 校外で活動の見守り 

⑤ 技能的な支援 

（ミシンや釘打ちなど） 

⑥ 算数の計算の丸付け    など 


